
 

 

 

  

  

  

 

  

 

 

 

  

  

  

 

  

 

成田市立中台中学校 学校だより 

文責：内田 淳 

令和６年 ２月９日（金）Vol.３９ 

「仲間も、自分も、大切にしよう」 

「あきらめずに、取り組もう」 

学校教育目標 『自ら学び、豊かな心を持ち、たくましく生きる生徒の育成』 

【ホームページへ】 

一歩、また一歩 
１月末から開催されていた「印旛郡市バスケットボール大会・桜井

杯」において、本校バスケ部は、郡６位に入賞し、春の大会でのシード

権を見事に勝ち取りました。シーソーゲームで緊張感のある展開でした

が、最後まで諦めずにボールを追い、パスをつなぎ、シュートを打ち続

けました。フリースローの成功率も高くなるなど、一歩ずつ力をつけて

いることが分かります。今後の活躍が、ますます楽しみです。 

１、２年生の皆さんへ 
公立高校の入試まで、あと１０日。３年生は、今この瞬間も、こつこつと頑張っています。そし

て、１、２年生の皆さんも、「３年生を送る会」の準備に取り組みつつ、定期テストに向けて計画を

立てるなど、本格的にスタートしたところですね。まずは、3 年生の現在の状況を紹介します。 

【先生が面接官になり、集団面接の練習。

明るく、ハキハキとできますように】 

【どんなお題が出ても、自分の思いや考え

をまとめられるように、作文の練習中】 
【図書室で集まって自主学習。教え合いも

すれば、自力解決もします。頑張ります】 

【令和５年度入試】 ※（ ）内の数字は、小学校で習う学年を示します。 

①日がアサい（４）  ②日の出をオガむ（６）  ③映画をヒヒョウする（６・５） 

④雑誌をソウカンする（６・５）  ⑤年功ジョレツ（５・３） 

【令和４年度入試】 

①春をツゲる（５）  ②ノべ五万人（６）  ③カンダンの差（３・６） 

④ハカクの好条件（５・５）  ⑤キュウタイ依然（５・５） 

【令和３年度入試】 

①ムれをなす（４）  ②功をソウする（６）  ③ニンムを受け持つ（５・５） 

④売り上げがスイイする（６・５）  ⑤ハクラン強記（４・６） 

毎年、検査日の翌日には新聞等で公表されているので、知っている人も少なくないでしょう。このよ

うに、書き取りの問題は、小学校で習う漢字から出る傾向があります。一方で、⑤にあるような四字

熟語も出題されています。中には、「寒い・暖かい」という漢字は書けても、「寒暖」とは書けない

人がいるかもしれません。漢字を覚えるのに効果的なのは、日頃から読んだり書いたりすることだと

考えます。文章を書く際に、これまでに習った漢字や言葉を意識的に使うと、一つ一つの漢字が意味

を持って、身に付いていきます。本や新聞などを読んで、漢字に触れるのも、非常に有効でしょう。 

来週末には、学習支援も始まります。毎日の授業を大切にし、ワークなどを上手に活用し、あいまい

な部分を少しでもはっきりさせて、自信をもってテストに臨めるように取り組みましょう。 

直前になって一気に覚える、というよりは、日頃からの何気ない積み重ねが重要です。頑張って！ 

「コーリツコーコーノニューシ」……正確には、「公立高等学校入学者選抜検査」ですが、さて、ど

のような問題が出るのか…と心配になる１、２年生もいるかもしれません。たとえば、過去 3 年間の

国語の問題では、次のような漢字の書き取りの問題が出題されています。さあ、書けるでしょうか？ 



  

 

 

  

  

 

 

  

  

 

 

  

 

  

 

  

行きも帰りも、ご安全に！ 
５日(月)の夕方から降り始めた雪は、あまり降り積もることもなく、6 日(火)の朝には、ほとんど

溶けた状態でした。おかげで、登校にも大きな支障は無く、通常通りに一日を始めることができまし

た。節分が終わり、「暦の上では春ですね」などと書こうとした矢先の出来事に驚きました。 

【20cmほどの雪玉を携えて登校。雪を集め

て、丸めながら歩いてきたのでしょうか】 

【雪だるまを持ち歩いている人も。寒くて

も、子どもはやっぱり雪が好きです】 

【下校時に、横に広がらないように、意識

して歩いている生徒の姿も見られます】 

【授業を受け、係活動をし、友達とふれあ

い、部活に燃えて…一日が終わります】 

になった、とのニュースを聞きました。子どもたちの喜ぶ気持ちはもちろん、それを見守る保護者の心

中も察せられます。当たり前の生活の「有り難さ」に、あらためて気付かされた一日でした。 

先日、地域の方から「下校時に歩道を広がって歩いている様子が見られる。一般の歩行者も生徒も、

互いに危険なので、注意してほしい」とのご連絡をいただきました。 

一日を終えて解放感いっぱいで帰る中、おしゃべりに夢中になって歩道いっぱいに広がってしまう…

という状況は、以前から見られました。誰もが安全に通行するための歩道です。地域の一員であり、公

共のマナーを守るべきであり……ということは、言うまでもないでしょう。本校のテーマである「仲間

も自分も大切にする」を踏まえて「地域の人の安全が守られるように気を配るとともに、自分自身の安

全も守る」ということを考え、場に応じた行動をとるよう心がけてほしいものです。 

また近頃は、不審者が頻繁に出没しており、本校でも、下校時の見回りを行っています。不審者に遭

遇したら、すぐにその場から逃げ、安全なところに避難して、警察に通報しましょう。 

【積雪よりも路面の凍結が心配。これから

も、道中どうぞご安全に！】 

当日、生徒たちは、うっすらと

溶けかかった雪を、触ったり踏み

しめたりしながら、元気に登校し

てきました。心配もありました

が、いつも通りの学校生活が送れ

たので、安堵しました。 

ちょうどこの日、地震で大きな

被害を受けた石川県輪島市の小中

学校がようやく再開して、県内全

ての小中学校で、登校できるよう 

自分たちの力で 

【ネタバレにならない範囲で、「３年生を送る会」に向けた活動の様子を紹介します。左：２年生が、小道具の動きを動画でチェックして

「いい感じじゃない？」と、うれしそう。中央：１年生が、練習の合間に、マル秘の台本を片手に、小グループで作戦会議中。右：１、２

年生合同で、真剣に合唱練習。ソプラノ、アルト、男声がそれぞれ異なる場所で、音程やブレスなど、細かいところまで練習しています】 

「３送会」まで、登校できる日は、あと１２日間。自分たちの力を中心にして、寸暇を惜しんで練習

しています。３年生への思いと、これまで培ってきた団結力、行動力を結集して、頑張っています。そ

れぞれの分担や係の取組が、一つに合わさって、最後の調整に向かっています。乞うご期待！ 


